
島根大学大学評価評議会（第８回）議事要録 

 

日 時 平成１９年４月１６日（月）１５時１５分開会～１７時５５分閉会 

場 所 松江キャンパス本部棟５階大会議室 

欠席者 なし 

 

議 題１．平成１８年度試行結果を受けた教員個人評価の課題への対応について 

 

□議長から平成１９年度からの教員個人評価の本格実施にあたり，評価システ 

  ムの具体的な改善の内容について資料に基づき次のとおり説明があった。 

  

(１) 教員のデータ入力作業負担の軽減について 

・定量的なデータについては，可能な限り学内の現有データとの連携を図り， 

教員個人のデータベースに登録する支援システムを策定した。 

  ・学術論文等の入力については，学術情報リポジトリとの連携で対応する。 

  ・学務情報システムからのデータ登録については，科目コードを必須項目か 

らはずし，実情にあった入力ができるようにすることで，松江キャンパス 

と出雲キャンパスとの調整を図ることにした。 

 

(２) 自己評価報告書(様式)の改善について 

  ・報告書の字数の上限と「前年度の評価結果に基づく改善状況」の項目を設 

ける旨説明があった。これについては，一部修正の要望が出されたため， 

修正したものを後日通知することになった。 

 

(３) 全学的な指針「評価水準及びウェイト付け」について 

・今回即決するものではなく，全学的な指針を設けることの是非を含めて，継

続して大学評価評議会で意見交換を行いたい旨説明があった。審議の結果，

修正案を各学部長，法務研究科長に配付し内容を整理したうえで，次回大学

評価評議会で再度審議し内容を確認することになった。 

 

□以上意見交換，質疑応答の後，平成１９年度からの教員個人評価の本格実施，

また，評価結果については，給与等の処遇に何らかの形で利用することを議

長が確認し承認された。 

 

 

報 告１．部局長等の評価の方針について   
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□議長から資料に基づき次のとおり報告があり，併せて内容の確認を行った。 

・資料については，第５回大学評価評議会で確認した部局長等の評価(試行案) 

及び平成１８年度の試行結果を踏まえ，常任理事懇談会で内容を検討した 

ものである。 

  ・平成１８年度の学部長，法務研究科長の評価結果については，個別に面談

を行い４月中に通知する。 

・学部長，法務研究科長の自己評価報告書及び各センター長の教員個人とし

ての評価結果の提出先，提出方法等具体的な取扱いについては，平成１８

年度の試行時と同様に改めて文書で通知する。 

 

 

報 告２．国立大学法人(暫定)評価に係る教育研究組織の現況分析の単位について      

 

□法人評価部門長(山本副学長)から資料に基づき次のとおり報告があった。 

・国立大学法人評価委員会総会において審議され，同委員会事務室から通知

のあった現況分析の単位について報告するものである。 

・前回の大学評価評議会で学長，担当副学長預かりになっていた連合大学院，

法務研究科の取扱いについて，連合大学院は，大学院を一つの単位として

分析する原則に基づき，参加校においては独立の分析単位としない。また，

法務研究科については，教育面，研究面それぞれにおいて分析単位とする。 

 

 

報 告３．「大学評価・学位授与機構との意見交換会及び説明会」の実施について      

 

□議長から次のとおり報告があった。 

・本学の機関別認証評価の受審年度については，平成２０年度に受審するこ

とを平成１７年７月開催の教育研究評議会で決定しているが，大学評価・

学位授与機構から受審年度の変更(２１年度)について打診があり，同機構

との意見交換及び説明会を実施した後，５月開催予定の大学評価評議会で

受審年度について改めて審議したい。 

・実施要項(骨子案)については，高安評価室長から説明があった。 

 

   

以上 
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